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令和２年第１回竹原市議会定例会会議録

令和２年第１回竹原市議会定例会日程

日 程 議案番号 件 名

日程第 １ 会議録署名議員の指名について

日程第 ２ 会期の決定について

日程第 ３ 報告第 １号 損害賠償額の決定について
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日程第 ５ 議案第 ２号 令和２年度竹原市国民健康保険特別会計予算

日程第 ６ 議案第 ３号 令和２年度竹原市貸付資金特別会計予算

日程第 ７ 議案第 ４号 令和２年度竹原市港湾事業特別会計予算

日程第 ８ 議案第 ５号 令和２年度竹原市公共用地先行取得事業特別会計予算

日程第 ９ 議案第 ６号 令和２年度竹原市介護保険特別会計予算

日程第１０ 議案第 ７号 令和２年度竹原市後期高齢者医療特別会計予算

日程第１１ 議案第 ８号 令和２年度竹原市下水道事業会計予算

日程第１２ 議案第 ９号 令和２年度竹原市水道事業会計予算

日程第１３ 議案第１０号 人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求めることについ

て

日程第１４ 議案第１１号 人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求めることについ

て

日程第１５ 議案第１２号 市道路線の認定及び変更について

日程第１６ 議案第１３号 ふれあいステーションただのうみの指定管理者の指定につ

いて

日程第１７ 議案第１４号 市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例案

日程第１８ 議案第１５号 竹原市公告式条例の一部を改正する条例案

日程第１９ 議案第１６号 竹原市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案

日程第２０ 議案第１７号 竹原市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の

一部を改正する条例案

日程第２１ 議案第１８号 竹原市特別職の給与及び旅費に関する条例の一部を改正す
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る条例案

日程第２２ 議案第１９号 竹原市国民健康保険税条例の一部を改正する条例案

日程第２３ 議案第２０号 竹原市道路占用料徴収条例及び竹原市都市公園設置及び管

理条例の一部を改正する条例案

日程第２４ 議案第２１号 久保谷奨学金基金条例の一部を改正する条例案

日程第２５ 議案第２２号 竹原市乳幼児等医療費支給条例の一部を改正する条例案

日程第２６ 議案第２３号 竹原市印鑑条例の一部を改正する条例案

日程第２７ 議案第２４号 竹原市奨学金基金条例の一部を改正する条例案

日程第２８ 議案第２５号 大久野島毒ガス資料館設置及び管理条例の一部を改正する

条例案

日程第２９ 議案第２６号 中国生コンクリート奨学金基金条例の一部を改正する条例

案

日程第３０ 議案第２７号 竹原市市営住宅設置及び管理条例及び竹原市特定公共賃貸

住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例案

日程第３１ 議案第２８号 竹原市手数料条例の一部を改正する条例案

日程第３２ 議案第２９号 アヲハタ奨学金基金条例の一部を改正する条例案

日程第３３ 議案第３０号 特別職の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例案

日程第３４ 議案第３１号 竹原市漁港管理条例の一部を改正する条例案

日程第３５ 議案第３２号 竹原市職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する条
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日程第３６ 議案第３３号 竹原市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例案

日程第３７ 議案第３４号 竹原市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定

数に関する条例の一部を改正する条例案

日程第３８ 議案第３５号 竹原市フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例案

日程第３９ 議案第３６号 令和元年度竹原市一般会計補正予算（第４号）

日程第４０ 議案第３７号 令和元年度竹原市国民健康保険特別会計補正予算（第３

号）

日程第４１ 議案第３８号 令和元年度竹原市貸付資金特別会計補正予算（第１号）
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日程第４２ 議案第３９号 令和元年度竹原市公共下水道事業特別会計補正予算（第１

号）

日程第４３ 議案第４０号 令和元年度竹原市介護保険特別会計補正予算（第４号）

日程第４４ 議案第４１号 令和元年度竹原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１
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日程第４５ 一般質問

日程第４６ 発議第２－１号 竹原市議会議員の議員報酬の特例に関する条例の一部を
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日程第４７ 発議第２－２号 竹原市議会政務活動費の特例に関する条例の一部を改正

する条例案

日程第４８ 閉会中継続審査（調査）について

（総務文教委員会・民生産業委員会）
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令和２年第１回竹原市議会定例会議事日程 第１号

令和２年２月１８日（火） 午前１０時開会

会議に付した事件

日程第 １ 会議録署名議員の指名について

日程第 ２ 会期の決定について

日程第 ３ 報告第 １号 損害賠償額の決定について

日程第 ４ 議案第 １号 令和２年度竹原市一般会計予算

日程第 ５ 議案第 ２号 令和２年度竹原市国民健康保険特別会計予算

日程第 ６ 議案第 ３号 令和２年度竹原市貸付資金特別会計予算

日程第 ７ 議案第 ４号 令和２年度竹原市港湾事業特別会計予算
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日程第１３ 議案第１０号 人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求めることについ

て

日程第１４ 議案第１１号 人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求めることについ

て

日程第１５ 議案第１２号 市道路線の認定及び変更について

日程第１６ 議案第１３号 ふれあいステーションただのうみの指定管理者の指定につ
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る条例案

日程第２２ 議案第１９号 竹原市国民健康保険税条例の一部を改正する条例案
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日程第２３ 議案第２０号 竹原市道路占用料徴収条例及び竹原市都市公園設置及び管

理条例の一部を改正する条例案

日程第２４ 議案第２１号 久保谷奨学金基金条例の一部を改正する条例案

日程第２５ 議案第２２号 竹原市乳幼児等医療費支給条例の一部を改正する条例案

日程第２６ 議案第２３号 竹原市印鑑条例の一部を改正する条例案

日程第２７ 議案第２４号 竹原市奨学金基金条例の一部を改正する条例案

日程第２８ 議案第２５号 大久野島毒ガス資料館設置及び管理条例の一部を改正する

条例案

日程第２９ 議案第２６号 中国生コンクリート奨学金基金条例の一部を改正する条例

案

日程第３０ 議案第２７号 竹原市市営住宅設置及び管理条例及び竹原市特定公共賃貸

住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例案

日程第３１ 議案第２８号 竹原市手数料条例の一部を改正する条例案

日程第３２ 議案第２９号 アヲハタ奨学金基金条例の一部を改正する条例案
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日程第３４ 議案第３１号 竹原市漁港管理条例の一部を改正する条例案

日程第３５ 議案第３２号 竹原市職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する条

例案

日程第３６ 議案第３３号 竹原市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例案

日程第３７ 議案第３４号 竹原市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定

数に関する条例の一部を改正する条例案

日程第３８ 議案第３５号 竹原市フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例案

日程第３９ 議案第３６号 令和元年度竹原市一般会計補正予算（第４号）

日程第４０ 議案第３７号 令和元年度竹原市国民健康保険特別会計補正予算（第３
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日程第４３ 議案第４０号 令和元年度竹原市介護保険特別会計補正予算（第４号）

日程第４４ 議案第４１号 令和元年度竹原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）
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令和２年２月１８日開会

（令和２年２月１８日）

職務のため議場に出席した者は，下記のとおりである

議会事務局長 住 田 昭 徳

議会事務局係長 矢 口 尚 士

議席順 氏 名 出 欠

１ 下 垣 内 和 春 出 席

２ 今 田 佳 男 出 席

３ 竹 橋 和 彦 出 席

４ 山 元 経 穂 出 席

５ 高 重 洋 介 出 席

６ 堀 越 賢 二 出 席

７ 川 本 円 出 席

８ 井 上 美 津 子 出 席

９ 大 川 弘 雄 出 席

１０ 道 法 知 江 出 席

１１ 宮 原 忠 行 出 席

１２ 吉 田 基 出 席

１３ 宇 野 武 則 出 席

１４ 松 本 進 出 席
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説明のため議場に出席した者は，下記のとおりである

職 名 氏 名 出 欠

市 長 今 榮 敏 彦 出 席

副 市 長 田 所 一 三 出 席

教 育 長 高 田 英 弘 出 席

総 務 企 画 部 長 平 田 康 宏 出 席

地 域 振 興 部 長 桶 本 哲 也 出 席

市 民 生 活 部 長 宮 地 憲 二 出 席

福 祉 部 長 久 重 雅 昭 出 席

建 設 部 長 有 本 圭 司 出 席

教育委員会教育次長 中 川 隆 二 出 席

公 営 企 業 部 長 平 田 康 宏 出 席

農業委員会事務局長 國 川 昭 治 出 席
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午前１０時００分 開会

議長（大川弘雄君） おはようございます。

令和２年第１回竹原市議会定例会を開会するに当たり，御参集賜り，まことにありがと

うございます。本日から令和２年度の予算を含め，長期間にわたり委員会での審査，議会

での審議をお願いするわけでございますが，円滑なる諸事の運営に皆様の御協力を賜りま

すようよろしくお願いいたします。

ただいまの出席議員は１４名であります。定足数に達しておりますので，これより令和

２年第１回竹原市議会定例会を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は，あらかじめお手元に配付したとおりであります。

この際，諸般の報告をいたします。

まず，監査委員より令和元年１１月及び１２月分の例月出納検査の結果報告がありまし

たので，その写しをお手元に配付しておきましたから，御了承願います。

次に，議長において受理いたしております陳情書等につきましては，陳情書等受理状況

一覧表としてお手元に配付しておきましたので，御了承願います。

次に，議案の説明員として市長，教育長並びに市長から説明の委任または嘱託を受けた

者の出席を地方自治法第１２１条の規定により求めておりますので，報告いたします。

以上で議長からの報告を終わります。

日程に入るに先立ち，今榮市長から挨拶がありますので，これを許します。

市長。

市長（今榮敏彦君） おはようございます。

令和２年第１回竹原市議会定例会の開会に際しまして，一言御挨拶を申し上げますとと

もに，新年度に向けた市政運営について私の考えの一端を申し述べ，議員各位並びに市民

の皆様の御理解を賜りたいと存じます。

さて，中国湖北省武漢市で発生した新型コロナウイルス感染症の蔓延につきましては，

世界的に感染者数及び死亡者数が日々増加しているばかりでなく，日本経済さらには地域

経済への悪影響も懸念されているところであります。本市では，１月末に連絡調整会議を

設置し，市民への呼びかけや関係機関への注意喚起，市民からの相談対応を実施するなど

の体制を敷いてきたところでありますが，引き続き，国，県などと連携しながら，状況に

応じた必要な措置を行ってまいります。
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市民の皆様におかれましては，せきや発熱の症状があり感染の疑いがある場合には，周

囲の方へ感染を広げないためにマスクを着用し，人混みに出ないようお願いいたしますと

ともに，最寄りの相談窓口に連絡し，その指示に従っていただきますようお願いいたしま

す。また，特に症状が認められない場合にも，せきエチケットや手洗いの徹底などの通常

の感染症対策に努めていただくようお願いいたします。

現在，こうした深刻かつ憂慮すべき社会情勢の中にありますが，いよいよ今夏，東京２

０２０オリンピック・パラリンピック競技大会が開催されます。

これに関連して，昨年１２月，本市出身でゴールボールの選手である田口侑治さんが，

パラリンピック競技大会日本代表に選出されるという市民の皆様にとってうれしい，また

豪雨災害の被災者を勇気づけるニュースが届きました。本市の誇りである田口侑治さんが

パラリンピックという大舞台で活躍されることを心より祈念申し上げますとともに，本市

においては，パラスポーツを通じて障害のある方への理解促進を図ってまいります。

また，昨年１２月には，荘野小学校がキャリア教育優良学校文部科学大臣表彰を受賞い

たしました。地域交流センターや社会福祉協議会，協働のまちづくりネットワーク等と連

携，協働した地域の学習材や人材を生かす教育活動のほか，北部地区の学校間連携とし

て，９年間を系統立てた児童生徒の育ちと学びを連続させる小小連携や小中連携などを進

めており，これらが児童のキャリア発達を促す取組として高く評価されました。今後も，

こうした学校と地域が連携した教育の推進や，来年度導入予定であるコミュニティ・スク

ールの推進など，地域とともにある信頼される学校づくりを推進してまいります。

多様な事業主体と連携した取組といたしましては，本市における２つ目の事例として，

昨年１２月に生活協同組合ひろしまと包括連携協定を締結いたしました。この協定を通じ

て，今後，生活協同組合ひろしまと連携し，災害発生時における支援のほか，観光振興，

少子化対策，子育て支援，特産品の販売促進などの分野において，市民サービスの向上と

地域の活性化に向けた取組を行ってまいります。

また，広島ドラゴンフライズとの連携におきましては，昨年１２月に市庁舎玄関に選手

のサイン入りボール等を展示する応援コーナーを設置したほか，市内小学校４校への訪問

を通じて子供たちにバスケットボールの指導及び講演を行いました。さらに，今月，小学

生から大人までを対象にしたバスケットボール体験教室も開催し，ゲーム等を通じて参加

者との活発な交流が行われました。今後もドラゴンフライズとの連携協定に基づき，子供

の健全育成やスポーツ振興，地域活性化などを図ってまいります。
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このほか，先月景観計画策定のため，「竹原市の景観づくりの将来を考えよう」をテー

マに第２回目となる勉強会を開催し，市民参加のもと，目指す景観についてグループワー

クを通じて実際の写真を用いながら将来のまちのイメージづくりなどを行ったところであ

ります。今後も，本市の自然的景観や歴史，文化的景観を守りつつ育てながら，次世代に

引き継ぐための景観計画の策定に向けて市民の景観に対する意識高揚を図り，主体的な景

観まちづくりの取組を進めてまいります。

次に，第６次総合計画策定から２年目に当たる来年度の当初予算案についての考え方を

御説明いたします。

重点テーマである「平成３０年７月豪雨災害からの早期復旧・復興」につきましては，

来年度が復旧・復興プランの最終年度に当たり，被災前よりもさらに住みよさが実感でき

るよう，一日でも早い安全で安心な災害に強い竹原市の実現に全力で取り組んでまいる所

存であります。

また，昨年１月に策定した財政健全化計画に基づき，事務事業や人件費の見直しを行う

など歳出削減に取り組むとともに，新たにバンブー・ジョイ・ハイランドのネーミングラ

イツパートナーを募集したほか，広報紙や封筒の広告募集，市有施設の使用料の見直しな

ど，歳入確保に向けた取組を進めているところであります。

こうしたことも踏まえ，本定例会におきましては，豪雨災害からの復旧・復興プランの

着実な推進とともに，本市の魅力を高め，発信し，新たな人の流れをつくり出す事業や地

域を支え活躍する多様な人材を増やし，地域力を高める事業に重点的に予算配分した来年

度の当初予算案を提案させていただいておりますので，主な取組につきまして御説明いた

します。

まず，豪雨災害からの早期復旧・復興における３つの施策についてであります。

１点目の「くらしの再建」につきましては，被災後の日常生活や環境の変化により，体

調不良や精神的に不安定になっている方がおられるため，被災された一人一人の市民に寄

り添い，孤立防止のための見守り，日常生活上の相談や住民同士の交流機会の提供を行う

など，被災者を支援する地域支え合いセンターの運営などを引き続き実施してまいりま

す。

２点目の「まちの復旧」につきましては，市民の安全で安定した生活を取り戻すための

被災した道路・河川・橋梁等の復旧のほか，生産活動の再開に向けて，被災した農地・農

業用施設等の復旧などに引き続き取り組んでまいります。
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３点目の「そなえの強化」につきましては，今後発生が予想される災害の被害最小化な

どを目的に，国，県，市，さらには民間事業者が一体となって，災害に強いまちづくりに

取り組むための基本方針となる国土強靱化地域計画の策定に取り組みます。

また，災害の発生予防，拡大防止に向け，農業利水施設などにおける排水機場の整備や

河川の浚渫など，防災インフラを整備する緊急自然災害防止対策を推進してまいります。

さらに，地域の防災力を強化するため，防災士をはじめとする地域防災リーダーを養成

するとともに，災害時の避難情報を音声伝達システムで一斉に電話発信する自治会の対象

者を拡充するほか，引き続き，東広島市消防局高機能消防指令センターの更新にも取り組

んでまいります。

次に，「たけはら元気プロジェクト」に掲げる２つの重点施策についてであります。

１点目は，人々を「呼び込む“ちから”づくり」を推進する施策についてであります。

まず，シティプロモーションにつきましては，ふるさと大使，竹原ファンクラブの創

設，運営，オリジナルナンバープレートの交付，さらにはふるさと納税募集サイトの拡充

などの取組を通じ，本市の魅力を積極的かつ効果的に発信するとともに，市内外の人々に

本市に対する興味や関心を喚起し，交流人口や関係人口の増加につなげてまいります。

また，観光地としての認知度を高めるための観光プロモーション事業につきましては，

引き続き，旅行商品の造成，情報発信，首都圏ＰＲイベントを通じて認知度の向上を図る

ほか，インバウンドへの取組などを通じて観光消費額の増加によるまちのにぎわいづくり

を推進してまいります。

さらに，竹原駅前エリア全体を居心地がいい空間として創出するため，駅前地域のにぎ

わい再生のためのビジョンづくりや，クラウドファンディングによる空き店舗等の低未利

用地の活用，さらには北堀公園の駐輪場としての再整備などに取り組んでまいります。

危険家屋の放置や景観の悪化などの空き家問題につきましては，現在，相談会の開催や

木造住宅耐震改修の支援，空き家バンク制度を活用した貸し手，借り手のマッチングなど

により，空き家の抑制・予防に努めているところであります。これらに加えて，老朽危険

空き家の除去に対する支援や，空き家の利活用を促進するための家財道具処理への支援な

ど，空き家等に対する取組を総合的かつ計画的に推進してまいります。

このほか，地域公共交通網の再編を促進し，持続可能な公共交通体系を構築するための

新たな交通モードについての具体的検討及び準備を行うとともに，市内へのサービス業等

の事業所設置者に助成を行うサテライトオフィス等の誘致促進に向けた取組についても実
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施してまいります。

次に，２点目の人々を「育てる“ちから”づくり」を推進する施策についてでありま

す。

まず，安心して子育てができる環境づくりのため，今年４月に開園するたけのここども

園をはじめ市内こども園等においては，人と関わる力や思考力，感性や表現する力，知識

や技能の基礎，学びに向かう力，人間性を育めるよう，質の高い就学前教育・保育を提供

してまいります。

また，今後さらなるグローバル化の進展が予想される中，次代を担う本市の青少年が，

外国語によるコミュニケーション能力を高め，異文化・自文化の理解を深めるための取組

として，未来の人材育成グローバル化促進事業を推進し，世界とつながり，ふるさと「た

けはら」を広く発信できる人材を育成してまいります。

さらに，子育て世帯の経済的な負担軽減を図るための医療費助成のうち，入院費用につ

いては現行の小学生までのものを中学生までに対象を拡大するとともに，地域と一体とな

って子供たちを育む学校づくりに向け，来年度コミュニティ・スクールをスタートする市

内３校のほか，各学校で取組を進めてまいります。

このほか，「生まれてよかった，住んでみたい，住んでよかった，帰ってきたい」と思

える竹原市の実現に向けて，誰もが魅力を感じることができるよう，本市が直面している

多くの課題に向き合い，これを克服していくため，市民の皆様のニーズを踏まえた様々な

取組を実施してまいります。

この結果，来年度の一般会計の当初予算案の規模は総額１４１億４，６５７万６，００

０円となり，特別会計や事業会計も含めますと全体で２３４億２，４０５万円となってお

ります。

本定例会では，これらの当初予算案に加えまして，乳幼児等医療費の支給対象年齢を拡

大する条例案や，大久野島毒ガス資料館の適正な維持管理や設備更新等による来館者のサ

ービス向上を図るため入館料を改定する条例案など，合計４２議案を提案しております。

いずれも，市政運営上，重要な案件でございますので，議員各位並びに市民の皆様の御

理解をいただけるよう丁寧に説明を行ってまいります。

本定例会に提案しておりますこれらの議案の詳細につきましては，この後，各担当から

御説明を申し上げますが，議員各位におかれましては，何卒慎重に御審議いただいた上，

適切な御決定を賜りますようお願いを申し上げます。
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議長（大川弘雄君） これより日程に入ります。

――――――――――――――――――――――

日程第１

議長（大川弘雄君） 日程第１，会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は，会議規則第８８条の規定により，議長において１１番宮原忠行議

員，４番山元経穂議員を指名いたします。

――――――――――――――――――――――

日程第２

議長（大川弘雄君） 日程第２，会期の決定についてを議題といたします。

お諮りいたします。

今期定例会の会期は，本日から３月１３日までの２５日間といたしたいと思います。こ

れに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議長（大川弘雄君） 御異議なしと認めます。よって，会期は本日から３月１３日までの

２５日間と決定いたしました。

――――――――――――――――――――――

日程第３

議長（大川弘雄君） 日程第３，報告第１号損害賠償額の決定についてを議題といたしま

す。

提出者の報告を求めます。

建設部長。

建設部長（有本圭司君） ただいま議題となりました報告につきまして御報告申し上げま

す。

議案書及び議案説明書の１ページをお開きください。

報告第１号損害賠償額の決定について御報告申し上げます。

本件は，交通事故等に伴う損害賠償額について，地方自治法第１８０条第１項の規定に

より，専決処分いたしたものであります。

事故の概要を申し上げますと，まず１件目につきましては，令和２年１月８日，竹原市

忠海中町１丁目の忠海港駐車場において，強風により駐車場の看板が飛ばされ，駐車して

いた車両が損傷したものであります。その後，相手方との話し合いの結果，車両の修理代
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２２万６，９６３円を賠償することで示談が成立し，令和２年２月４日に専決処分いたし

たものであります。今後におきましても，安全性の確保のため，適切な港湾施設の維持管

理に努めてまいります。

２件目につきましては，令和元年１２月２７日午後３時１０分ごろ，竹原市本町３丁目

において，竹原市町並み保存センターに行くため，教育振興課の職員が運転する公用車を

寄せた際に，隣接する住宅の屋根と接触し，その一部が損傷したものであります。その

後，相手方との話し合いの結果，住宅屋根の修理代２万５，３００円を賠償することで示

談が成立し，令和２年２月３日に専決処分いたしたものであります。平素から安全運転に

努めているところでございますが，今後につきましても車両運転時の事故防止について，

より一層の徹底を図ってまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

議長（大川弘雄君） 報告が終わりました。

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議長（大川弘雄君） これをもって質疑を終結いたします。

以上で報告第１号を終わります。

――――――――――――――――――――――

日程第４～日程第１２

議長（大川弘雄君） 日程第４，議案第１号令和２年度竹原市一般会計予算から日程第１

２，議案第９号令和２年度竹原市水道事業会計予算までの９件を一括して議題といたしま

す。

提出者の説明を求めます。

総務企画部長兼公営企業部長。

総務企画部長兼公営企業部長（平田康宏君） ただいま議題となりました議案につきまし

て御説明申し上げます。

竹原市予算書及び令和２年度当初予算案に関する議案説明書の１ページをお開きくださ

い。

本定例会に提案しております令和２年度当初予算案につきましては，一般会計は，第６

次竹原市総合計画において重点テーマとしている「平成３０年７月豪雨災害からの早期復

旧・復興」の事業及び将来都市像として設定している「元気と笑顔が織り成す 暮らし誇
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らし，竹原市。」に基づいて，本市が目指すべきまちの姿として掲げた４つの将来像及び

そのイメージを分野ごとに示した７つの目標像別に，特別会計及び事業会計は会計ごと

に，その概要と新規・拡充事業等について御説明申し上げます。

まず，一般会計から御説明申し上げます。

始めに，「平成３０年７月豪雨災害からの早期復旧・復興」についてであります。

「くらしの再建」の事業としては，被災者の生活再建を図るため，被災者を一体的に支

援する地域支え合いセンターを運営するとともに，住宅応急修理事業を実施してまいりま

す。

「まちの復旧」の事業としては，市民の日常の回復が図られるよう，被災した道路・河

川・橋梁等の災害復旧事業を実施するとともに，生産活動の早期再開に向けて，被災した

農地・農業用施設等の災害復旧事業を実施してまいります。

「そなえの強化」の事業としては，常備消防において，消防活動を円滑に行うため，東

広島市消防局の高機能消防指令センターの更新を実施するとともに，災害の発生及び拡大

を防止するための緊急自然災害防止対策事業，民家への落石被害防止のための市有地落石

防止事業，大規模自然災害等から地域住民の生命と財産を守るとともに，地域の持続的な

成長を促すための国土強靱化地域計画策定事業，災害時の情報伝達手段を強化するための

災害時（自治会宛）一斉電話発信事業，緊急輸送道路を確保し災害に強いまちづくりを推

進するための電線共同溝整備事業，災害対応の柱となる人材を育成するための地域防災リ

ーダー養成事業を実施してまいります。

次に，将来像の１「【個性】自然・歴史・文化に育まれ，人々に守られ磨かれた資源が

人々を魅了する賑わいのあるまち」についてであります。

目標像の１「竹原らしさを感じるまちに人々が集まり賑わいが生まれている」の実現に

向けた事業としては，市民の町への誇りと愛着を高めるとともに，市内外の人々から「選

ばれるまち」となり，本市に「訪れたい」，「関わりたい」，「住みたい人」を増やすた

め，シティプロモーション事業を実施するとともに，訪日外国人を含む観光客の満足度を

向上し，観光消費額の増大につながる好循環を生み出すための観光プロモーション事業，

竹原駅前エリア全体で市民や来訪者にとって居心地がよい空間を創出するための竹原駅前

賑わい空間再生事業，歴史的な建造物の維持や周辺の自然景観と一体となったまちなみ形

成を図るための景観計画策定事業，地域公共交通の利用環境の向上を図るための地域公共

交通推進事業，文化財及び景観を維持・向上させ，歴史風情を後世に継承していくための
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歴史的風致維持向上事業，空き家問題の解消を総合的かつ計画的に推進するための空き家

対策総合支援事業を実施してまいります。

次に，将来像の２「【人材】“文教のまちたけはら”の精神を受け継ぎ，地域を支え，

世界中で活躍する人々を輩出するまち」についてであります。

目標像の２「子供たちが夢の実現に向け挑戦できる環境が確保されている」の実現に向

けた事業としては，安心して子育てができる環境づくりに向けて，子供の健やかな成長を

第一に考え，質の高い就学前教育・保育を提供するため，たけのここども園を開園し運営

するとともに，グローバル化を促進し，ふるさと「たけはら」を広く発信できる人材を育

成するための未来の人材育成推進事業，子供が健やかに成長するためのロタウイルスワク

チンの予防接種事業，これから結婚を迎える人の出会いの場を創出するための婚活イベン

ト支援事業，子育て世帯の経済的な負担を軽減するための乳幼児等医療費助成事業，地域

と一体となって子供たちを育む「地域とともにある学校」をつくっていくためのコミュニ

ティ・スクール導入事業を実施してまいります。

目標像の３「市民一人一人が自ら学び，様々な場面で協力しながら活躍している」の実

現に向けた事業としては，地域住民による個性豊かで活力あふれる地域社会を実現するた

め，地域活動の拠点として地域交流センターを運営してまいります。

次に，将来像の３「【活力】誰もがいつまでもいきいきと自分らしく輝く活力と優しさ

があふれるまち」についてであります。

目標像の４「様々な仕事に挑戦できる元気な産業が育ち，活気に満ちている」の実現に

向けた事業としては，安定した農業運営及びさらなる農業の振興を図るため，土地改良施

設の整備補修を行うとともに，振興山村の活性化及び地域資源の活用やブランド化の推進

による６次産業化促進のための地域おこし協力隊事業，漁業資源の維持・拡大を図るため

の築磯漁場整備事業，農業の近代化のための必要な条件を備えた農業地域を保全・形成す

るための農業振興地域整備計画更新事業，空き店舗の増加による商店街等の空洞化や衰退

感を打開し，地域のにぎわいを創出するための空き店舗等改修補助事業を実施してまいり

ます。

目標像の５「誰もがお互いに尊重し合い，いつまでもはつらつと活躍している」の実現

に向けた事業としては，障害者施策全般に係る理念や基本的な方針，目標を定めるため，

障害者計画等策定事業を実施するとともに，障害のある方が住みなれた地域で安心して暮

らしていけるよう様々な支援を切れ目なく提供できる仕組みを構築するための地域生活支
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援体制整備事業を実施してまいります。

次に，将来像の４「【基盤】瀬戸内の恵まれた風土と市民の絆のもと，誰もが安全・安

心で快適に生活できるまち」についてであります。

目標像の６「生活の基盤が整備され，快適に暮らしている」の実現に向けた事業として

は，広島中央環境衛生組合を構成する２市１町において，広域的にごみ及びし尿を共同処

理するため，広島中央エコパーク整備事業を実施するとともに，市民が利用しやすい魅力

的な緑地・公園づくりに取り組むための緑の基本計画等策定事業，環境の保全に関する施

策の総合的かつ計画的な推進を図るための環境基本計画策定事業を実施してまいります。

目標像の７「市民が支え合う絆を大切にし，安全・安心な生活環境が確保されている」

の実現に向けた事業につきましては，平成３０年７月豪雨災害からの早期復旧・復興事業

である「そなえの強化」の事業として，さきに御説明させていただいております。

以上の施策を主なものとして当初予算を編成した結果，一般会計の予算総額は１４１億

４，６５７万６，０００円で，前年度と比較し５．１％の増となっております。

次に，国民健康保険特別会計について御説明申し上げます。

本会計は，地域住民の相互扶助の精神に立脚した地域保険として，市民の健康保持，生

活の安定と向上に大きく寄与し，国民皆保険制度の中核としての役割を果たすものであり

ます。予算総額は３１億６，５９９万５，０００円で，前年度と比較し４．４％の減とな

っております。

次に，貸付資金特別会計について御説明申し上げます。

本会計は，経済的理由により高等学校等への就学が困難な方に対し，必要な資金の貸し

付けを行い，修学の途を開くものであります。予算総額は７７０万４，０００円で，前年

度と比較し７．４％の減となっております。

次に，港湾事業特別会計について御説明申し上げます。

本会計は，地方港湾竹原港及び忠海港の港湾施設について，県から委託を受け，港湾施

設使用料を充てて管理運営をするものであります。予算総額は５，３３４万５，０００円

で，前年度と比較し３．１％の増となっております。

次に，公共用地先行取得事業特別会計について御説明申し上げます。

本会計は，事業の推進に当たり，土地の先行取得を必要とする事態が生じた時に対応す

るものであります。予算総額は存目として１，０００円を計上しております。

次に，介護保険特別会計について御説明申し上げます。
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本会計は，高齢者が可能な限り住みなれた地域で自立した日常生活を営むことができる

よう，総合的な介護サービスを提供するとともに，介護予防に努め，地域包括ケアシステ

ムの構築を図るものであります。予算総額は３５億２，９６１万９，０００円で，前年度

と比較し４．５％の増となっております。

次に，後期高齢者医療特別会計について御説明申し上げます。

本会計は，後期高齢者医療制度の運営のため，保険料をもって広島県後期高齢者医療広

域連合へ負担金を拠出するものであります。予算総額は５億９２１万２，０００円で，前

年度と比較し３．９％の増となっております。

次に，竹原市下水道事業会計予算について御説明申し上げます。

令和２年度においては，公営企業会計への移行に伴い，経営状況や財政状態を的確に把

握し，より一層の経営の効率化・健全化に努めるとともに，概成１０年計画に基づき，地

域に適した下水道設備を効率的に推進する施策として，施設の設計，面整備事業を実施

し，雨水対策においては，雨水管渠整備・工事を実施することとしております。業務の予

定量につきましては，処理区域面積１１０ヘクタール，年間総処理水量４２万８，４３５

立方メートル，１日平均処理水量１，１７４立方メートルを見込んでおります。

主な建設改良事業といたしましては，浄化センターの水処理・汚泥処理施設実施設計及

び引き続き区域内の面整備事業を実施するほか，浸水等による被害の軽減・解消を図るた

めに，自由勾配側溝及びマンホール更新等を実施してまいります。予算規模は８億２，０

６７万７，０００円で，前年度の特別会計から企業会計へと会計方式の変更もあり，前年

度と比較し５．５％の増となっております。

最後に，竹原市水道事業会計予算について御説明申し上げます。

令和２年度においては，引き続き，平成３０年７月豪雨で被災した水道施設の本復旧に

取り組むとともに，合理的な事業の推進と経費節減に努め，水道事業の継続的かつ効率的

経営と安定供給体制の強化に資する施策として，配水管布設替工事，水道施設の設備・機

器の更新や改修等を計画的に実施することとしております。

業務の予定量につきましては，給水件数１万３，３８８件，年間給水量４６７万３，９

９２立方メートル，１日平均給水量１万２，８０５立方メートルを見込んでおります。

主な建設改良事業といたしましては，浄水場の緩速ろ過池改修工事，配水管布設及び布

設替工事，中継ポンプ所における送水ポンプの更新，水道施設強靱化基本計画の策定等を

実施してまいります。予算規模は１１億９，０９２万１，０００円で，前年度と比較し
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１．２％の増となっております。

令和２年度当初予算案に関する説明につきましては以上でございます。どうぞよろしく

お願いいたします。

議長（大川弘雄君） 説明が終わりました。

お諮りいたします。

ただいま議題となっております議案第１号令和２年度竹原市一般会計予算から議案第９

号令和２年度竹原市水道事業会計予算までの９件につきましては，議案の質疑を省略し，

議長を除く全員をもって構成する予算特別委員会を設置し，これに付託したいと思いま

す。これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議長（大川弘雄君） 御異議なしと認めます。よって，議案第１号令和２年度竹原市一般

会計予算から議案第９号令和２年度竹原市水道事業会計予算までの９件は，議長を除く全

員をもって構成する予算特別委員会を設置し，これに付託の上，審査することに決しまし

た。

お諮りいたします。

ただいま設置されました予算特別委員会の委員の選任については，竹原市議会委員会条

例第８条第１項の規定により，議長において，１番下垣内和春議員，２番今田佳男議員，

３番竹橋和彦議員，４番山元経穂議員，５番高重洋介議員，６番堀越賢二議員，７番川本

円議員，８番井上美津子議員，１０番道法知江議員，１１番宮原忠行議員，１２番吉田基

議員，１３番宇野武則議員，１４番松本進議員，以上の１３名を指名したいと思います。

これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議長（大川弘雄君） 御異議なしと認めます。よって，ただいま指名いたしました１３名

を予算特別委員会委員に選任することに決しました。委員の皆様は，よろしくお願いいた

します。

――――――――――――――――――――――

日程第１３・日程第１４

議長（大川弘雄君） 日程第１３，議案第１０号人権擁護委員の推薦につき議会の意見を

求めることについて及び日程第１４，議案第１１号人権擁護委員の推薦につき議会の意見

を求めることについての２件を一括議題といたします。
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提出者の説明を求めます。

総務企画部長。

総務企画部長（平田康宏君） ただいま議題となりました議案につきまして御説明申し上

げます。

議案書の３ページ，一般議案及び令和元年度補正予算案に関する議案説明書の２ページ

をお開きください。

議案第１０号人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求めることについて御説明申し上

げます。

本案は，竹原市の区域から選出されております人権擁護委員のうち丹下成子委員が令和

２年６月３０日をもって任期満了となりますので，その後任委員として同氏を引き続き推

薦いたしたいと考え，人権擁護委員法第６条第３項の規定により，議会の意見を求めるも

のであります。

丹下氏は，朗読ボランティアグループ「しおさい」に所属され，視覚障害者のための録

音図書の制作活動に取り組まれるなど，常に温かい人間性を基調とした深い理解と愛情を

持って，住民の福祉の向上のため熱意を持って活躍されており，地域社会の実情に通じ，

住民の信望も厚く，人権擁護委員として適任であると考えるものであります。

次に，議案書の５ページ，議案説明書の３ページをお開きください。

議案第１１号人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求めることについて御説明申し上

げます。

本案は，竹原市の区域から選出されております人権擁護委員のうち井上節堂委員が令和

２年６月３０日をもって任期満了となりますので，その後任委員として同氏を引き続き推

薦いたしたいと考え，人権擁護委員法第６条第３項の規定により，議会の意見を求めるも

のであります。

井上氏は，忠海西小学校ＰＴＡ会長，忠海中学校ＰＴＡ会長，広島県少年補導協助員を

歴任されるなど，地域社会の実情に通じ，住民の信望も厚く，住民の福祉の向上のため熱

意を持って活躍されており，人権擁護委員として適任であると考えるものであります。ど

うぞよろしくお願いいたします。

議長（大川弘雄君） 説明が終わりました。

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議長（大川弘雄君） これをもって一括質疑を終結いたします。

本件は，人事案件のため会議規則第３７条第３項の規定により，委員会付託を省略いた

したいと思います。これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議長（大川弘雄君） 御異議なしと認めます。よって，本案は委員会付託を省略すること

に決しました。

これより分離し，順次討論，採決いたします。

まず，議案第１０号人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求めることについて，これ

より討論に入ります。

討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議長（大川弘雄君） これをもって討論を終結いたします。

これより起立により採決いたします。

本案は原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。

〔賛成者起立〕

議長（大川弘雄君） 採決を確定いたしましたので，着席を願います。

起立全員であります。よって，本案は原案のとおり可決されました。

次に，議案第１１号人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求めることについて，これ

より討論に入ります。

討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議長（大川弘雄君） これをもって討論を終結いたします。

これより起立により採決いたします。

本案は原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。

〔賛成者起立〕

議長（大川弘雄君） 採決を確定いたしましたので，着席を願います。

起立全員であります。よって，本案は原案のとおり可決されました。

――――――――――――――――――――――

日程第１５～日程第４４
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議長（大川弘雄君） 日程第１５，議案第１２号市道路線の認定及び変更についてから日

程第４４，議案第４１号令和元年度竹原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）ま

での３０件を一括して議題といたします。

提出者の説明を求めます。

建設部長。

建設部長（有本圭司君） ただいま議題となりました議案のうち，議案第１２号，議案第

２０号，議案第２７号及び議案第３１号の４議案につきまして御説明申し上げます。

議案書の７ページ，議案説明書の４ページをお開きください。

議案第１２号市道路線の認定及び変更について御説明申し上げます。

本案は，道路法第８条第２項及び第１０条第３項の規定により，市道路線を認定及び変

更することについて議会の議決を求めるものであります。

新たに整備する４路線及び都市計画道路忠海中央線の改良工事の完成に伴い，旧道とな

る区間を市道として認定し，道路改良工事に伴い，２路線の終点を変更するものでありま

す。

次に，議案書の３９ページ，議案説明書の１２ページをお開きください。

議案第２０号竹原市道路占用料徴収条例及び竹原市都市公園設置及び管理条例の一部を

改正する条例案について御説明申し上げます。

本案は，道路法施行令の一部が改正されたことを踏まえ，市が徴収する道路占用料，都

市公園使用料の金額等について改正をするものであります。

改正の内容につきましては，国が徴収する道路占用料の金額等に合わせ，市が徴収する

道路占用料，都市公園使用料の金額等を改正するものであります。

次に，議案書の６３ページ，議案説明書の１９ページをお開きください。

議案第２７号竹原市市営住宅設置及び管理条例及び竹原市特定公共賃貸住宅設置及び管

理条例の一部を改正する条例案について御説明申し上げます。

本案は，民法の一部を改正する法律による債権関係の規定の見直し及び公営住宅を取り

巻く状況等を踏まえ，必要な規定の整備を行うものであります。

改正の内容につきましては，入居手続における保証人の連署する請書提出の義務づけを

削除し，入居者が家賃を支払わない時は敷金をその債務の弁済に充てることを明記し，不

正行為によって入居した者に対する請求額の算定に利用する利率を法定利率に改めるなど

を行うものであります。
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次に，議案書の７５ページ，議案説明書の２３ページをお開きください。

議案第３１号竹原市漁港管理条例の一部を改正する条例案について御説明申し上げま

す。

本案は，模範漁港管理規程例の一部が改正されたことを踏まえ，漁港の有効活用をさら

に推進することを目的として，漁港の占用等の許可の期間を延長するものであります。

改正の内容につきましては，漁港の占用等の許可の期間を１０年以内に変更するもので

あります。どうぞよろしくお願いいたします。

議長（大川弘雄君） 福祉部長。

福祉部長（久重雅昭君） ただいま議題となりました議案のうち，議案第１３号及び議案

第３３号の２議案につきまして御説明申し上げます。

議案書の１１ページ，議案説明書の５ページをお開きください。

議案第１３号ふれあいステーションただのうみの指定管理者の指定について御説明申し

上げます。

本案は，地方自治法第２４４条の２第３項の規定により，ふれあいステーションただの

うみの指定管理者を指定しようとするものであります。

ふれあいステーションただのうみにつきましては，その設置目的，利用状況等を鑑み，

地域に密着した管理運営による地域活性化などの効果を含め，総合的に検討した結果，非

公募として，現在の指定管理者である特定非営利活動法人福祉ステーションただのうみを

指定管理者に指定することとし，同法人と協議を行い，指定管理者の指定の申請に基づき

審査を行った結果，適当と認め，令和２年４月１日から令和７年３月３１までの間，指定

管理者として指定するものであります。

次に，議案書の７９ページ，議案説明書の２５ページをお開きください。

議案第３３号竹原市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例案について御説明申し上げます。

本案は，放課後児童支援員の資格要件の経過措置が令和２年３月３１日に終了すること

に伴い，必要な規定を整備するものであります。

改正の内容につきましては，厚生労働省令を参酌し，当分の間，放課後児童支援員の資

格要件である都道府県知事が行う研修を修了したものについて，放課後児童支援員とし

て，放課後児童健全育成事業に従事することとなった日から１年を経過する日までに修了

することを予定している者を含むこととするものであります。どうぞよろしくお願いいた
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します。

議長（大川弘雄君） 総務企画部長。

総務企画部長（平田康宏君） ただいま議題となりました議案のうち，議案第１４号から

議案第１８号まで，議案第３０号，議案第３２号及び議案第３５号から議案第４１号まで

の１４議案につきまして御説明申し上げます。

議案書の１３ページ，議案説明書の６ページをお開きください。

議案第１４号市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例案について御説明申し上げ

ます。

本案は，地方自治法の一部が改正され，条例で定めることにより，市長等の損害賠償責

任のうち，一定額を超える部分を免除することができることとされたことを踏まえ，必要

な事項を定めるものであります。

条例の内容につきましては，市長等の損害賠償責任について，その職務を行うにつき，

善意かつ重大な過失がない場合，地方自治法施行令第１７３条第１項第１号の基準給与年

額に一定の数を乗じて得た額を超える額について免責するものであります。

次に，議案書の１７ページ，議案説明書の７ページをお開きください。

議案第１５号竹原市公告式条例の一部を改正する条例案について御説明申し上げます。

本案は，条例等を公布する掲示場の場所を改めるものであります。

改正の内容につきましては，条例等を公布する掲示場の場所を，市役所，忠海支所，吉

名出張所及び荘野出張所とするものであります。

次に，議案書の１９ページ，議案説明書の８ページをお開きください。

議案第１６号竹原市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案について御説明申

し上げます。

本案は，人事院の令和元年８月７日付けの給与改定に関する勧告等を考慮して，職員の

給料月額等を改定するとともに，職務表の見直しを行うものであります。

本年度においては，若年層を中心とした広い範囲の俸給表の引き上げ及び勤勉手当の支

給率の引き上げなどについて，人事院から勧告されております。本市職員の給与改定につ

いて検討した結果，国及び近隣自治体の状況を鑑み，人事院の勧告に沿って給料表を改定

するとともに，勤勉手当の支給率を引き上げるほか，認定こども園の設置に伴う職務表の

見直しを行うものであります。

次に，議案書の２７ページ，議案説明書の９ページをお開きください。
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議案第１７号竹原市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する

条例案について御説明申し上げます。

本案は，本市一般職員の給与改定に合わせ，市議会議員の期末手当の支給率について，

現行年間支給割合４．４５月分を４．５月分に改正するものであります。

次に，議案書の３１ページ，議案説明書の１０ページをお開きください。

議案第１８号竹原市特別職の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例案につい

て御説明申し上げます。

本案は，本市一般職員の給与改定に合わせ，市長，副市長及び教育長の期末手当の支給

率について，現行年間支給割合４．４５月分を４．５月分に改正するものであります。

次に，議案書の７３ページ，議案説明書の２２ページをお開きください。

議案第３０号特別職の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例案について御説明

申し上げます。

本市におきましては，これまで事務事業の見直し，民間委託の推進など，給与関係費を

はじめ内部管理経費の節減に取り組んできたところでありますが，平成３０年７月豪雨に

より災害復旧・復興事業の実施が必要となり，またこれまでの決算においても，市税等の

一般財源の減少並びに社会保障関連経費及び施設の老朽化への対応経費の増加等により，

本市の財政状況は大変厳しい状況にあります。本案は，このような本市の財政状況を深刻

に受けとめ，平成３１年１月１日から実施している特別職の給与の減額措置を令和３年３

月３１まで引き続き講じるものであります。

次に，議案書の７７ページ，議案説明書の２４ページをお開きください。

議案第３２号竹原市職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例案について御

説明申し上げます。

本市におきましては，これまで事務事業の見直し，民間委託の推進など，給与関係費を

はじめ内部管理経費の節減に取り組んできたところでありますが，平成３０年７月豪雨に

より災害復旧・復興事業の実施が必要となり，またこれまでの決算においても，市税等の

一般財源の減少並びに社会保障関連経費及び施設の老朽化への対応経費の増加等により，

本市の財政状況は大変厳しい状況にあります。本案は，このような本市の財政状況を深刻

に受けとめ，平成３１年１月１日から実施している職員の給与の減額措置を引き続き講じ

るものであります。

改正の内容につきましては，令和２年４月１日から令和３年３月３１までの間，行政職
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給料表の職務の級が７級の職員について，給与月額を８％減額する特例措置を定めるもの

であります。

次に，議案書の８３ページ，議案説明書の２７ページをお開きください。

議案第３５号竹原市フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例案について御説明申し上げます。

本案は，人事院の令和元年８月７日付けの給与改定に関する勧告等を考慮して，常勤職

員の給料月額を改定することに合わせ，令和２年４月１日から導入する会計年度任用職員

の給料月額についても同様の改定を行うものであります。

改正の内容につきましては，常勤職員の給料表における１級及び２級の給料月額を採用

している会計年度任用職員の給料表を改定し，常勤職員との権衡を図るものであります。

次に，補正予算書の１ページ，議案説明書の２８ページをお開きください。

議案第３６号令和元年度竹原市一般会計補正予算（第４号）について，その概要を御説

明申し上げます。

今回の補正予算は，人事異動及び給与改定等に伴う人件費の過不足額を調整するほか，

入札減や事業実績見込みなどによる事業量の調整に伴い，予算を追加または減額するな

ど，決算見込みに基づく精算が主なものであります。

初めに，歳出について御説明いたします。

議会費においては，人件費２０万２，０００円を追加計上しております。

総務費においては，人件費２，６４２万５，０００円を追加，その他の事業については

事業の決算見込みにより予算を追加または減額したことから，合わせて１，８５６万７，

０００円を追加計上しております。

民生費においては，人件費１，０２４万６，０００円を追加，その他の事業については

事業の決算見込みにより予算を追加または減額したことから，合わせて９，４０８万７，

０００円を減額計上しております。

衛生費においては，人件費３４８万７，０００円を減額，その他の事業については事業

の決算見込みにより予算を減額したことから，合わせて４，４３８万７，０００円を減額

計上しております。

農林水産業費においては，人件費３３５万９，０００円を減額計上しております。

商工費においては，人件費３１２万９，０００円を追加，その他の事業については事業

の決算見込みにより予算を追加または減額したことから，合わせて２，１２５万２，００



- 28 -

０円を減額計上しております。

土木費においては，人件費１，５０９万７，０００円を減額，橋梁維持改修に要する経

費として維持補修工事費３，３００万円を追加，交通安全施設整備に要する経費として未

就学児の交通安全対策工事費１，３００万円を追加，その他の事業については事業の決算

見込みにより予算を追加または減額したことから，合わせて４，０６３万１，０００円を

減額計上しております。

消防費においては，事業の決算見込みにより予算を減額したことから３１２万２，００

０円を減額計上しております。

教育費においては，人件費７１８万７，０００円を追加，小学校費の施設整備に要する

経費として通信ネットワーク整備工事費等１億９，３５２万１，０００を追加，中学校費

の施設整備に要する経費として通信ネットワーク整備工事費等７，６５４万円を追加する

とともに，竹原中学校外壁改修事業の決算見込みにより１，１００万円を減額，その他の

事業については事業の決算見込みにより予算を減額したことから，合わせて２億６，３９

５万５，０００円を追加計上しております。

災害復旧費においては，事業の決算見込みにより予算を減額したことから７，０００万

円を減額計上しております。

公債費においては，決算見込みにより１，２５７万９，０００円を減額計上しておりま

す。

次に，歳入について御説明いたします。

市税においては，個人市民税１，８９２万９，０００円を追加するとともに，償却資産

の実績が見込みを上回ったことなどにより固定資産税４，９９５万３，０００円を追加し

たことから，合わせて６，８８８万２，０００円を追加計上しております。

利子割交付金から地方特例交付金までの歳入においては，広島県からの通知等に基づき

それぞれ追加または減額したことから，合わせて２，９０４万１，０００円を減額計上し

ております。

地方交付税においては，算定による交付基準額が見込みを上回ったことにより，普通交

付税４０７万４，０００円を追加計上しております。

分担金及び負担金においては，事業の決算見込みによりそれぞれ減額したことから，合

わせて２０２万円を減額計上しております。

国庫支出金においては，事業の決算見込み等によりそれぞれ追加または減額したことか
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ら，合わせて９，２１１万２，０００円を追加計上しております。

県支出金においては，事業の決算見込みによりそれぞれ追加または減額したことから，

合わせて８７２万３，０００円を減額計上しております。

諸収入においては，事業の決算見込みにより２４９万７，０００円を減額計上しており

ます。

市債においては，平成３０年７月豪雨災害により生じる財政収入の不足を補う歳入欠陥

債１０万円を追加，法人住民税法人税割の減税等に伴う影響により，借入れが可能となる

調整債１，６１０万円を追加，臨時財政対策債８，６７０万２，０００円を減額，その他

事業の決算見込み等によりそれぞれ追加または減額したことから，合わせて３，５４０万

２，０００円を減額計上しております。

これに加え，財政調整基金繰入金などの繰入金９，４０７万８，０００円を減額するこ

とにより，収支の均衡をとっております。

以上により，歳入歳出それぞれ６６９万３，０００円を減額し，予算総額は歳入歳出そ

れぞれ１３６億７，５５３万４，０００円となるものであります。

次に，繰越明許費について御説明申し上げます。

農林水産業費においては，緊急自然災害防止対策事業について，必要とする工期を確保

するため繰り越すものであります。

商工費においては，プレミアム付商品券事業について，使用済み商品券の換金に係る業

務期間を確保するため繰り越すものであります。

土木費においては，橋梁維持改修事業及び未就学児交通安全対策事業について，国の補

正予算による財源を活用して事業を実施することとしましたが，必要とする工期が確保で

きないため繰り越すものであります。

緊急自然災害防止対策事業について，必要とする工期を確保するため繰り越すものであ

ります。

県営道路改良事業，県営港湾整備事業及び県営急傾斜地崩壊対策事業について，広島県

が事業費を繰り越したことに伴い，その負担金についても繰り越すものであります。

教育費においては，小学校費及び中学校費の通信ネットワーク整備事業について，国の

補正予算による財源を活用して事業を実施することとしましたが，必要とする工期が確保

できないため繰り越すものであります。

災害復旧費においては，平成３０年公共土木施設災害復旧事業及び平成３０年農林水産



- 30 -

施設災害復旧事業について，年度内に完了が見込めないため，金額を変更し繰り越すもの

であります。

次に，債務負担行為について御説明申し上げます。

議会だより印刷に要する経費，コピー用紙購入に要する経費，広報印刷に要する経費，

水質・降下ばいじん検査業務に要する経費，指定ごみ袋作成配送業務に要する経費及び校

務用グループウェア導入に要する経費について，令和元年度内に入札事務を行うため，そ

の業務期間及び限度額，漁業災害特別対策資金利子補給金について，利子補給の期間及び

限度額を定めるとともに，黒滝ホーム指定管理料について，当該施設の管理に係る限度額

を変更するものであります。

次に，補正予算書の９３ページ，議案説明書の３２ページをお開きください。

議案第３７号令和元年度竹原市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について，そ

の概要を御説明申し上げます。

今回の補正予算は，各種事業の精算見込みによる調整が主なものであります。

まず，歳出でありますが，保険給付費においては一般被保険者の療養給付費に要する経

費４，２５８万５，０００円を追加，一般被保険者の療養費に要する経費２５１万９，０

００円を追加，一般被保険者の高額療養費に要する経費１，６７３万円を追加したことか

ら，合わせて６，１８３万４，０００円を追加計上しております。

国民健康保険事業費納付金においては，財源の変更を調整しております。

諸支出金においては，療養給付費等精算に伴う返還金に要する経費３２２万３，０００

円を追加計上しております。

これに対し，歳入でありますが，県支出金６，１８３万４，０００円を追加計上すると

ともに，繰入金３２２万３，０００円を追加計上することにより，収支の均衡をとってお

ります。

以上により，歳入歳出それぞれ６，５０５万７，０００円を追加し，予算総額は歳入歳

出それぞれ３３億８，０７９万１，０００万円となるものであります。

次に，補正予算書の１１１ページ，議案説明書の３３ページをお開きください。

議案第３８号令和元年度竹原市貸付資金特別会計補正予算（第１号）について，その概

要を御説明申し上げます。

今回の補正予算は，各種事業の精算見込みによる調整が主なものであります。

まず，歳出でありますが，貸付金においては一般事務に要する経費として一般会計繰出
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金５８２万円を追加，貸付金に要する経費として竹原市奨学金など４９６万円を減額した

ことから，合わせて８６万円を追加計上しております。

これに対し，歳入でありますが，諸収入８６万円を追加計上し，収支の均衡をとってお

ります。

以上により，歳入歳出それぞれ８６万円を追加し，予算総額は歳入歳出それぞれ９１７

万８，０００円となるものであります。

次に，補正予算書の１２３ページ，議案説明書の３４ページをお開きください。

議案第３９号令和元年度竹原市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）について，

その概要を御説明申し上げます。

今回の補正予算は，人事異動及び給与改定等に伴う人件費の過不足額を調整するほか，

各種事業の精算見込みによる調整が主なものであります。

まず，歳出でありますが，公共下水道費においては人件費１，１２９万円を減額，公共

下水道事業に要する経費２，０００万円を減額したことから，合わせて３，１２９万円を

減額計上しております。

公債費においては，決算見込みにより５５１万２，０００円を追加計上しております。

これに対し，歳入でありますが，分担金及び負担金１５０万円，使用料及び手数料５４

０万円，国庫支出金１，０００万円，市債１，１９０万円を減額計上するとともに，繰入

金３０２万２，０００円を追加計上することにより，収支の均衡をとっております。

以上により，歳入歳出それぞれ２，５７７万８，０００円を減額し，予算総額は歳入歳

出それぞれ７億５，２０２万６，０００円となるものであります。

次に，繰越明許費について御説明申し上げます。

公共下水道事業について，工事に係る交通規制の調整に不測の日数を要したため繰り越

すものであります。

次に，補正予算書の１４３ページ，議案説明書の３５ページをお開きください。

議案第４０号令和元年度竹原市介護保険特別会計補正予算（第４号）について，その概

要を御説明申し上げます。

今回の補正予算は，人事異動及び給与改定等に伴う人件費の過不足額を調整するほか，

各種事業の精算見込みによる調整が主なものであります。

まず，歳出でありますが，総務費においては人件費４７３万７，０００円を追加，一般

事務に要する経費７万２，０００円を追加したことから，合わせて４８０万９，０００円
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を追加計上しております。

保険給付費においては，施設介護サービスに要する経費２，５６４万１，０００円を追

加計上しております。

地域支援事業費においては，財源の変更を調整しております。

基金積立金においては，基金管理に要する経費として，介護給付費準備基金積立金４１

６万４，０００円を追加計上しております。

これに対し，歳入でありますが，国庫支出金１，５７６万円，支払基金交付金６９２万

３，０００円，県支出金４４８万７，０００円を追加計上するとともに，繰入金７４４万

４，０００円を追加計上することにより，収支の均衡をとっております。

以上により，歳入歳出それぞれ３，４６１万４，０００円を追加し，予算総額は歳入歳

出それぞれ３４億３，７４９万９，０００円となるものであります。

次に，補正予算書の１６３ページ，議案説明書の３６ページをお開きください。

議案第４１号令和元年度竹原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について，

その概要を御説明申し上げます。

今回の補正予算は，人事異動及び給与改定等に伴う人件費の過不足額を調整するほか，

各種事業の精算見込みによる調整が主なものであります。

まず，歳出でありますが，総務費においては人件費２９２万６，０００円を減額計上し

ております。

広域連合納付金においては，保険料等負担に要する経費３５１万７，０００円を減額計

上しております。

諸支出金においては，保険料還付に要する経費３７万４，０００円，還付加算に要する

経費１万円，国県支出金返還に要する経費２０万６，０００円を追加したことから，合わ

せて５９万円を追加計上しております。

これに対し，歳入でありますが，後期高齢者医療保険料３８５万５，０００円を減額，

繰越金１５７万９，０００円，諸収入４０万３，０００円を追加計上するとともに，繰入

金３９８万円を減額計上することにより，収支の均衡をとっております。

以上により，歳入歳出それぞれ５８５万３，０００円を減額し，予算総額は歳入歳出そ

れぞれ４億８，４０４万３，０００円となるものであります。どうぞよろしくお願いいた

します。

議長（大川弘雄君） 市民生活部長。
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市民生活部長（宮地憲二君） ただいま議題となりました議案のうち，議案第１９号，議

案第２２号，議案第２３号，議案第２５号及び議案第２８号の５議案につきまして御説明

を申し上げます。

議案書の３５ページ，議案説明書の１１ページをお開きください。

議案第１９号竹原市国民健康保険税条例の一部を改正する条例案について御説明申し上

げます。

本案は，国民健康保険制度の運営が県単位化されたことに伴い，県内の医療費等から推

計された標準保険料率を参考に各種税率及び税額を定めるものであります。

改正の内容につきましては，県による所要医療費等の積算に基づき算定された市納付金

を充足するよう，基礎課税額及び後期高齢者支援金等課税額に係る各所得割額，被保険者

均等割額及び世帯別平等割額を増額し，介護納付金課税額においては減額するよう改定す

るものであります。

また，基礎課税額に係る被保険者均等割額については，被保険者の負担の軽減を図るた

め，市独自の緩和施策として本来の積算額に比べ，増額幅を抑えた税額としているもので

ございます。

次に，議案書４７ページ，議案説明書の１４ページをお開きください。

議案第２２号竹原市乳幼児等医療費支給条例の一部を改正する条例案について御説明申

し上げます。

本案は，乳幼児等の医療に要する費用の支給について，支給の対象となる者の範囲を拡

大しようとするものであります。

改正の内容につきましては，入院に係る医療に要する費用の支給の対象となる者の範囲

を，現行の１２歳に達する日以後の最初の３月３１日までの者から，１５歳に達する日以

後の最初の３月３１日までの者に拡大し，本市の子育て支援制度の拡充を図るものであり

ます。

次に，議案書の５１ページ，議案説明書の１５ページをお開きください。

議案第２３号竹原市印鑑条例の一部を改正する条例案について御説明申し上げます。

本案は，成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整

備に関する法律の施行により，成年被後見人等の権利に係る制限の見直しが図られたこと

等に伴い，必要な規定を整備するものであります。

改正の主な内容につきましては，成年被後見人であっても，意思能力を有する者は印鑑
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登録を行うことができることとするなど，印鑑登録に係る事務について必要な規定を改正

するものであります。

次に，議案書の５７ページ，議案説明書の１７ページをお開きください。

議案第２５号大久野島毒ガス資料館設置及び管理条例の一部を改正する条例案について

御説明申し上げます。

本案は，適正な維持管理，設備の更新等を実施し，来館者に対するサービスの向上を図

るとともに，より多くの学生，生徒への平和学習の場の提供を目的として，大久野島毒ガ

ス資料館の入館料を変更するものであります。

改正の内容につきましては，別表に定める入館料について，１９歳以上の者は１５０円

に，１９歳未満の者は無料に変更するものであります。

次に，議案書の６９ページ，議案説明書の２０ページをお開きください。

議案第２８号竹原市手数料条例の一部を改正する条例案について御説明申し上げます。

本案は，行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一

部が改正され，通知カードが廃止されることに伴い，通知カード再交付手数料を廃止する

ものであります。どうぞよろしくお願いいたします。

議長（大川弘雄君） 教育委員会教育次長。

教育委員会教育次長（中川隆二君） ただいま議題となりました議案のうち，議案第２１

号，議案第２４号，議案第２６号及び議案第２９号の４議案について御説明申し上げま

す。

議案書の４３ページ，議案説明書の１３ページをお開きください。

議案第２１号久保谷奨学金基金条例の一部を改正する条例案について御説明申し上げま

す。

本案は，経済的理由により修学が困難な者に対し，学資を貸与する事業を実施している

当該基金について，竹原市の将来を支える社会的有為の人材を育成するために実施する事

業に対し，基金を充当できるよう設置目的を見直すとともに，処分に関する規定を新たに

設けるものであります。

次に，議案書の５３ページ，議案説明書の１６ページをお開きください。

議案第２４号竹原市奨学金基金条例の一部を改正する条例案について御説明申し上げま

す。

本案は，経済的理由により修学が困難な者に対し，学資を貸与する事業を実施している
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当該基金について，竹原市の将来を支える社会的有為の人材を育成するために実施する事

業に対し，基金を充当できるよう設置目的を見直すとともに，処分に関する規定を新たに

設けるものであります。

次に，議案書の５９ページ，議案説明書の１８ページをお開きください。

議案第２６号中国生コンクリート奨学金基金条例の一部を改正する条例案について御説

明申し上げます。

本案は，経済的理由により修学が困難な者に対し，学資を貸与する事業を実施している

当該基金について，竹原市の将来を支える社会的有為の人材を育成するために実施する事

業に対し，基金を充当できるよう設置目的を見直すとともに，処分に関する規定を新たに

設けるものであります。

次に，議案書の７１ページ，議案説明書の２１ページをお開きください。

議案第２９号アヲハタ奨学金基金条例の一部を改正する条例案について御説明申し上げ

ます。

本案は，事業実施に伴い，基金の額が変動することを踏まえ，基金の額の表記を改める

ものであります。どうぞよろしくお願いいたします。

議長（大川弘雄君） 農業委員会事務局長。

農業委員会事務局長（國川昭治君） ただいま議題となりました議案のうち，議案第３４

号につきまして御説明申し上げます。

議案書の８１ページ，議案説明書の２６ページをお開きください。

議案第３４号竹原市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数に関する条例

の一部を改正する条例案について御説明申し上げます。

本案は，地域農業の中心となる経営体への農地の集約・集積をさらに推進するため，農

業委員会の体制を強化すること及び本市の農地面積が減少したことに伴い，農業委員会の

委員及び農地利用最適化推進委員の定数を改正するものであります。

改正の内容につきましては，農業委員会の委員の定数を５人から７人に，農地利用最適

化推進委員の定数を１４人から１３人に変更するものであります。

説明は以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

議長（大川弘雄君） 説明が終わりました。

ただいま議題となっております３０件につきまして，これより一括質疑に入ります。

それでは，質疑の通告がありますので，発言を許します。
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１４番松本進議員。

１４番（松本 進君） 発言の通告をしております３件の議案について質疑を行いたいと

思います。

まず１点目は，議案第１３号ふれあいステーションただのうみの指定管理者の指定につ

いて質疑を行います。

この特定非営利活動法人に関わる事業の決算書を見ますと，２０１６年度，２０１７年

度の経常収支は赤字であります。物品販売の事業収益で事業活動の経費を実質補填してお

りますけれども，この事業の市設置管理条例の目的を円滑にする上でも，指定管理料を増

額するか，あるいは公的施設への管理の変更等の検討が必要ではないでしょうか。

次に，議案第１９号市国民健康保険税条例案についてです。

たび重なる国保税の値上げで，市民生活は大変厳しいものがあります。今でも高い国保

税をさらに値上げすれば，市民の医療権，生存権を脅かしかねません。これについて，市

長の認識をお尋ねします。

３点目に，議案第２５号大久野島毒ガス資料館の設置管理条例についてです。

マスコミ報道でもありますように，指定管理料の市の支払いと入館料の収入は黒字とな

っております。施設の更新に伴う改修計画はどのようになっていますか。その経費と市の

負担のあり方についてどのようにお考えでしょうか。

以上，３点お願いします。

議長（大川弘雄君） 順次答弁願います。

福祉部長。

福祉部長（久重雅昭君） １点目の議案第１３号の御質問にお答えをいたします。

ふれあいステーションただのうみの指定管理の件でございますけども，ふれあいステー

ションただのうみにつきましては，平成１６年度から地元のＮＰＯ法人に管理業務を依頼

しております。

その業務内容でございますけども，ふれあいステーションの開館中の適切な管理，また

使用受付や使用許可等，また開錠，施錠，清掃，浄化槽や防火管理となっております。そ

の指定管理料でございますけども，これらの業務に対応した適切な委託料を支払っている

といったところでございます。

そのＮＰＯ法人でございますけども，その法人の活動につきましては，市がお願いをし

ているふれあいステーションの指定管理業務と，それ以外にＮＰＯ法人の自主的な活動も
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行われているところでございます。したがいまして，指定管理による市からの収入と，法

人の会費または物品販売事業による独自収入で運営をされているというふうなところでご

ざいます。ＮＰＯ法人の全体の決算書を見ますと，赤字ではないということでございます

ので，増額については，現時点では考えておりません。

また，指定管理者による管理でございますけども，地元のＮＰＯ法人が地域に密着した

活動をされて，民間のノウハウを生かしながら，適切な施設管理が平成１６年度から行わ

れておりますので，そういったこともあって利用者の利便性が図られているといったこと

がございます。そういったことがございますので，引き続き継続していきたいというふう

に考えております。

以上です。

議長（大川弘雄君） 市民生活部長。

市民生活部長（宮地憲二君） それでは，２点目の議案第１９号国民健康保険税条例の一

部改正についての御答弁をさせていただきます。

平成３０年度の県単位化以降，本市におきます国民健康保険の税率は，県から示される

標準保険料率に６年間の調整期間を設けて，その後県内全体の各市町が同一の保険料率と

なる準統一保険料を目指しているところでございます。

今回，上程させていただいております令和２年度における本市の税率改定につきまして

は，県から示された標準保険料率を適用した上で，低所得者層の軽減を図るために，県が

示す標準保険料率の医療分の均等割額を引き下げて御提案をさせていただいているもので

ございます。

また，生存権についての認識につきましては，これまでも申し上げてきましたとおり，

国民健康保険は保険制度である以上，収入に関係なく被保険者が保険料を公平に御負担い

ただく部分がございます。そうした中にあって，低所得者層の方々には２割，５割，７割

の軽減措置をとるという制度化をしているところでございます。

また，国民健康保険法や国民健康保険制度は，議員御指摘の憲法第２５条で保障されて

いる生存権の基軸の一つである社会保障制度を具現化するための法律であり，制度であり

ます。したがいまして，国民健康保険制度の中における生存権は保障されているものと認

識をしております。

続きまして，３点目の大久野島毒ガス資料館の設置及び管理条例の一部改正についての

御質問でございます。
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毒ガス資料館の入館料と指定管理料を直接対比しますと，ここ数年は黒字基調で推移を

しております。また，施設の更新改修計画につきましては，現在のところ具体的な計画を

立てておりませんが，設置から既に３０年を経過し，老朽化が進んでおり，今後維持修繕

や設備の更新等に係る費用が必要となるものと考えております。指定管理料には，こうし

た規模の大きな修繕や改修費が含まれておりませんので，その費用の負担は本市の負担と

なるというふうに考えております。こうしたことから，今回の料金改定に伴う増収分をそ

の財源に充てていきたいと考えているところでございます。

以上です。

議長（大川弘雄君） １４番松本進議員。

１４番（松本 進君） 今，御答弁があった分で，大久野島の議案第２５号についての御

答弁がありました。

私の記憶では，この入館の設置条例，使用料を決めるという条例をつくった時に，つく

った時は人件費とか，そういった維持管理費，それを前提にしてこういう設置管理条例を

つくるということで，私も当時は無料化をしなさいということで意見は上げたのですけれ

ども。少なくともそういった施設を維持管理する維持管理費，そういった施設を更新する

費用というわけではなくて，施設を維持管理するための費用としてこういう条例を入館料

料の設置をして設けたというふうに私は記憶しているのですけれども，それを大幅に変え

て，ここだけはなくて今後も公共施設はいろいろありますから，そこらにも使用料に関わ

る分は維持管理費，施設の更新に関わった経費にもそれは充てるというような考え方を今

後も持っていくというふうに考えていいのかどうかを，ちょっとお尋ねしておきたいとい

うことが再質問です。

議長（大川弘雄君） 市民生活部長。

市民生活部長（宮地憲二君） 現在，休暇村大久野島に管理をしていただいております毒

ガス資料館の指定管理料の大半は人件費になりますが，あとは光熱費，また議員が先ほど

申されました修繕費につきましては，軽微な修繕に係るものについて，この指定管理料の

中に含めさせていただいております。大規模な修繕等につきましては，一応協議をすると

いうことにはなっておりますが，指定管理料の中にもともとこの大きな修繕というものが

入っておりませんので，それは当然市の方で負担してまいります。

黒字の部分をこのたびの入館料の増収分として，これから先きます施設のブラッシュア

ップでありますとか大きな修繕に対して，その財源として使っていこうというふうに考え
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ているところでございます。

以上です。

議長（大川弘雄君） １４番松本進議員。

１４番（松本 進君） 今，答弁が部長からありました。

それで，市長に確認を含めてお聞きしたかったのは，今までは大久野島の資料館のこと

についてですけれども，今まで軽微な分を含めたり，人件費，パンフレット等の備品とい

いますか，そういったものを入館料で賄う，その中に指定管理料も入っているというよう

な基本的な考えから，今日の説明，先ほどの答弁でもわかりにくかったのは，提案説明の

中には，施設が老朽化して，その更新費用まで，こういった施設の入館料を含めて一定の

利用者に負担をいただくのかなというような提案になっているのかなということで，私も

大変気になった点があって，そこはどうなのでしょうかというのがもう一回。

施設は市が更新は負担するという答弁もあったし，この説明ではその施設の更新といい

ますか，そこにもこういった使用料，入館料も充てるというような解釈があったので，も

う少しそこらを明確にこうなのだよというのがあればお尋ねしておきたいのと。

それから最後，議案第１３号，議案第１９号にもなるのですけれども，一つは国保税の

問題でいえば，一昨年になりますか，竹原市の国保税の現状，負担の状況を市長にも説明

して，生活保護費の対比を示しました。

可処分所得を見れば，生活保護を受けていない方の同じ収入とか家族構成で３１０万円

余りだったと思いましたけれども，そういった３人家族での可処分所得の状況と生活保護

費を受けた人の状況は，受けていない方はわずか二千円いくら上という，ちょっとお金が

多いという状況だけで，一旦病気にかかれば，実質的には生活保護費以下の生活を強いら

れるということで，この高い国保税の問題は，そういった竹原市の現状というのは，生活

保護基準を下回る生活を強いられるような仕組みになっているのではないかということを

申し上げました。そこの点を是非，今提案されているわけですから，指摘しておきますの

で検討していただきたいと。

それから，議案第１３号については，ふれあいステーションのことについては，決算書

を見ると，私がそこで最初に言ったのは，２０１６年度，１７年度の経常収益の計，これ

は指定管理料が入っています。それと，経常費用の計といいますか，小計といいますか，

この収支を見ると赤字ですよと。これで運営を強いられていて。あとは，どこでこうやっ

ているかというと，物品販売事業収益，ここが実質的に補填しているといいますか，そう
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いうことになっているということで，このふれあいステーションの目的を見ると，設置管

理条例を見ると，高齢者の介護，健康づくり等々で大変重要な役割を果たしている。そう

いった福祉の地域住民の方々の福祉増進にとって本当になくてはならない施設だという面

では，今のような状況の運営の仕方で，公的な施設な管理が適切なのかどうかなというこ

とをやっぱり是非この点についても指摘しておきますので検討していただきたいというこ

とで，３点目の毒ガス資料館のことについて，市長の意見があれば求めておきたいという

ふうに思います。

議長（大川弘雄君） 市長。

市長（今榮敏彦君） 大久野島の毒ガス資料館に関しましては，大変な来島者と，それか

ら入館者が現在ここ数年上がっておりまして，部長からも答弁申し上げましたとおり，使

用料収入については上昇しているところであります。ただただ，今後のその毒ガス資料館

のブラッシュアップも含めた皆さんへの発信等を考えますと，現状の経費ではやはりそこ

はまだまだ到達していないというふうなことがございます。

もちろん，その施設の更新でありますとかどうとかという問題もありますけれども，や

はり全体のブラッシュアップ，リニューアルも，リニューアルというのは展示等のリニュ

ーアル，管理体制を充実するという意味では，やはり今多くの来館者，来島者がいらっし

ゃっている皆様の入館料というものも大きな財源というふうに認識しておりますので，そ

の点は御理解をいただいて，さらなる施設の充実を図ってまいりたいというふうに思って

いるところでございます。

議長（大川弘雄君） 以上で１４番松本進議員の質疑を終結いたします。

ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

議長（大川弘雄君） これをもって一括質疑を終結いたします。

ただいま議題となっております日程第１５，議案第１２号市道路線の認定及び変更につ

いてから日程第４４，議案第４１号令和元年度竹原市後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）までの３０件につきましては，お手元に配付しております議案付託表のとお

り，それぞれ所管の常任委員会に付託いたします。

以上で本日の日程は終了いたしました。

今後の日程ですが，２月２０日は１０時から総務文教委員会，２１日は１０時から民生

産業委員会の審査，調査をそれぞれお願いし，２月２５日は９時から議会運営委員会の開
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催を経て，１０時から本会議を開きます。

本日はこれにて散会いたします。

午前１１時４９分 散会


